




































校のコリャーク語の教師、T. J. Ermorinskaja さんの話では、低学年の子供たちの多くはす
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でに自分のコリャーク語名を知らず、ロシア語の名前だけが自分の「真の」名前だと信じ
ている。彼女はそのような子供たちにコリャーク語の名前を考えてやるのだということで
ある。 
とはいえ、ツンドラの遠隔地に暮らすコリャークの人々は、新生児にコリャーク語の名
前を授けるのは必須なことであると根強く考えている。ちなみに筆者は２０代の未婚の若
者たちからも、もし自分たちに子供ができたとしたら、必ず誰かに頼んでコリャーク語の
名前をつけてもらうつもりであると聞いた。この世代になるとコリャーク語は聞けば多少
理解できるが、ほとんど話さなくなってしまっている。それにもかかわらず、こと命名に
関しては、コリャーク語の名前を授けることに強いこだわりをもっていることは興味深い。
そして、このことは伝統的な命名方式が失われてもなおなにか別の形で、コリャーク語に
よる命名が少なくとも今後しばらくの間は受け継がれていくであろうことを予想させる。
ひとつの可能性として指摘されたのは、夢占い、あるいは自分の知っている故人となった
親族の中に、符合する人を捜し当てて命名すると言う方法である。とはいえ、かつて占い
ができた老婆たちが記憶していた先祖に対する知識に比べれば、現在の人々のそれは乏し
く、それゆえにこのような方法もいずれは先細りになっていくことは避けられないように
思われる。 
このような伝統的な命名方法の喪失は、単に名前の喪失にとどまらず、その名前の背景
にあるコリャークの再生観念に裏づけされた世界観の喪失、ひいては、コリャークとして
のアイデンティティの喪失を意味する。それゆえに、その喪失の意味するものは計り知れ
ないのである。 
以上見てきたように、新生児への命名という行為は、集団における新しい成員の補充と
いう意味では社会的な環境への適応戦略であるとともに、再生観念に支えられているとい
う意味では超自然的な環境への適応戦略でもある。まさに、言語と文化の相関性の枠組み
で考察されるべきテーマ、言いかえれば、言語学と文化人類学が共有すべきテーマである。 
 
 
 
 
 
 
